
自治事務 法定受託事務

■職員□一部委託 □全部委託 □指定管理 □市民ボランティア □NPO等 □その他( )
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※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

一時保育の実施

延長保育の実施

病後児保育の実施

子ども・子育て支援交付金（国庫・県費・市費）

臨時保育士の雇用

本事業の
主な業務

執行体制

157,788,645 111,729,970 0

一時保育の実施、補助金
の交付延長保育の実施、
補助金の交付

一時保育の実施、補助金
の交付延長保育の実施、
補助金の交付

一時保育の実施、補助金
の交付延長保育の実施、
補助金の交付

一時保育の実施、補助金
の交付延長保育の実施、
補助金の交付

一時保育の実施、補助金の
交付延長保育の実施、補助
金の交付

170,360,000275,963,000 141,284,000

作成日

細事業名

令和3年度

事務事業を
構成する
予算事業

目的
※何のために

地域子ども・子育て支援事業

保護者の就労時間の多様化などに伴う保育ニーズや一時的、緊急的な保育ニーズに対応するため。

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

延長、一時、病後児保育サービスを実施する。延長、一時保育を実施する民間保育園に補助金を交付する。また、病後
児保育事業実施施設と委託契約をする。

成果
※何を求めるか

多様な保育の場の確保が図られる。

項

総
合
計
画

主要プロジェクト 0 (未使用）

児童福祉法

根拠法令
個別計画等

事業区分 ■ □

令和4年度

111,729,970

前年度決算額（円）

一般会計

目

165,924,645 121,044,268

1.00 1.20

99,730,423

7,294,500

1.40

11,383,887

181,743,887

8,136,000 9,314,298

14,810,295

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

99,916,343 95,503,341

7,390,050 7,392,900

0.95 0.95 0.90

61,630,000

349,000

0

決算額

国支出金

中項目 1 健やかに成長できるまちづくり

0 0

993,500 962,000 875,800 350,400

93,226,000

28,032,000 29,781,000 70,254,591 37,594,119 53,509,600

27,585,441 0 76,684,926

単位：円

事務事業評価表
１．基本事項

大項目

小項目

1

保護者の就労時間の多様化などに伴う保育ニーズや、一時的、緊急的な保育ニーズに対応するため、一時保育事業、延
長保育事業、病後児保育事業等を実施する。

担当課

県支出金 27,195,800 29,782,000 21,305,532 43,159,200 42,743,075 49,764,000

0

58,617,000

667,000

36,304,993

保育園費

事務事業

2

事業概要

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

２．事業費（投入コスト）

区分 平成29年度 平成30年度 平成31年度

事
業
費 地方債 0 0

92,526,293 88,110,441 92,435,923

一時保育の実施、補助金
の交付延長保育の実施、
補助金の交付

年度別計画

103,857,000 213,779,000

令和04年06月24日(金)

保育課 担当係 保育係 管理番号 3524子ども・子育て支援交付金事業

健康でいきいきと暮らせるまち

保育サービスの充実

令和2年度

民生費 児童福祉費

保育時間の延長や一時的、緊急的に保育に欠ける児童及び保護者



活動
・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A

188 189

目標値の算定根拠/実績値の出所

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 保育係長　菊池千鶴子

保護者の就労状況等により変動するため目標値は設定しない　/　平均利用児童数

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

市内私立保育施設全園　/　当該年度実績

43 43 43 0

38 40 43

目標値

実績値の算出式

19317

0

人

人

保護者の就労状況等により変動するため目標値は設定しない　/　年度実績（私立、幼稚延べ人数）

64 68 50 25 82

成果指標３

目標値

実績値

区分

一時保育事業実施保育園数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

病後児保育実施施設数

延長保育事業実施保育園数

目標値

実績値

一時保育を利用した児童数

病後児保育利用者数

評価評価の観点区分

12861 1067919195

38 40
園

評価理由・指標数値の推移
一時保育、病後児保育及び延長保育全てにおいて目標値を達成することがで
きたが、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、一時預かり事業について
は、令和3年度に3園が休止となった。今後も受け入れ態勢を確保する。

10771 0

0

19

1 1 1 1 1

1 1 1

23

現状の実施数　/　当該年度実績

43 0

1

保護者の就労状況等によって変動するため目標値は設定しない　/　当該年度実績

43

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できている
か。
・民間委託や他事業との統合・連携が可
能か。

子ども・子育て支援交付金事業については保育施設が主として行っている事
業のため、現時点では改善の必要なし。

A

A

令和3年度は一時預かり事業を休止した園が３園あったにもかかわらず、年
間利用者数に大きな変化はなかった。保護者の就労状況に対応するため、引
き続き多様な保育の場を確保する。

成果

件

実績値

目標値

実績値

目標値

0

1

成果指標２

活動指標２

活動指標３

成果指標１

評価者 保育係長　菊池千鶴子

区分 評価の観点 評価 評価理由

４．観点別評価

令和
4年度

平成
29年度

平成
30年度

平成
31年度

令和
2年度

令和
3年度

0

23
園

単
位

17 17 17 17

020 22

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

17

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

子ども子育て支援事業計画による/当該年度実績

３．評価指標

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

延長保育を利用した児童数
人

245 246 216 0

実績値



□ ①拡充,重点化(コスト投入) □委託化等の検討

■ ②現状のまま継続 □成果向上のための改善

□ ③見直して継続 □効率化のための改善

□ ④目的達成による終了 □事業規模の縮小

□ ⑤廃止を検討 □他の事務事業と統合

区分 指標名

区分 活動指標３ 指標名 延長保育事業実施保育園数

令和5年度以降に取り組む
改善・改革案・今後の課題

（事業目的・各指標の達成に必要
な改善、業務の効率化を図るため

の改善）

７．改善改革プラン・今後の課題

令和4年度に実施する
改善・改革案

（事業目的・各指標の達成に必要
な改善、業務の効率化を図るため

の改善）

８．評価指標グラフ

６．所属長評価（今後の方向性）

５．前年度改善改革プラン達成状況

保護者の保育ニーズが多様化してきていることから、子育て世帯を幅広く支
援するために、地域の実情や利用者の生活実態を踏まえ、安心して子供を育
てる環境づくりができるよう引き続き受入態勢を維持し、実施していく。

令和2年度の評価を受けて
設定した改善・改革案

達成状況及び
その効果

評価者 保育課長　坂倉　茂

評価の内容説明

3524事務事業 子ども・子育て支援交付金事業 担当課 保育課 担当係 保育係 管理番号

0

20

40

60

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

目標値

実績値

0

0.5

1

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

目標値

実績値

上記を実施するための具体的な取組内容は？


